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現在新型コロナウイルスの感染拡大は経済社会に非常に大きな
悪影響を及ぼしており企業活動の足かせになっております。 

その原因は、感染防止を徹底することと、経済を円滑に運営す
ることに矛盾する面があることです。 

本セミナーでは感染防止と企業活動の円滑な運営をいかにして
両立させていくべきかについてお話しいたしますので、皆様の
お役に立てれば幸いです
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　　　　　　　　　はじめに
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新型コロナウイルスに感染して体内に広まり始めると 
１～３日後に発症する。 

感染しても症状が出ない、発症しない人もいる。 

ウイルス量が一番多いのは発症１日前である。 

無症状感染者の存在が感染拡大防止を困難にしている最大の問題。



5第36回新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリーボード（令和3年5月26日）より
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第36回新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリーボード（令和3年5月26日）より
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（第47回）東京都新型コロナウイルス感染症モニタリング会議資料（令和3年5月27日）より
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　　　　　　パンデミックはいつまで続くのか
①ウイルス変異の脅威　
ワクチンの効果を減少させる可能性　

②ワクチンの効果と副反応：短期及び長期の影響　ＡＤＥ、細胞遺伝子＆たんぱく発現の変化
ワクチンは重症化を防ぐが、感染を完全に防ぐわけではない、長期的副反応の影響も不明

③新興ウイルス登場の可能性　
SARS MERS  SARS-CoV-2 今後さらなる新興ウイルスが登場する可能性

　  

           　　　　ウイズコロナ時代は継続する：社会全体で備えを！　
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特効薬はない！

早めの診断が重要



イギリス：三位一体の徹底した対策

徹底した 
ロックダウン

国を挙げて 
ワクチン接種

① 全ての人が打たれていない

② ワクチンを打てない（基礎疾患のある人）

③ ワクチンを打ちたくない

④ １２歳以下は打てない



国民全員 
無料検査

イギリス：三位一体の徹底した対策

次第に解除

無　料

無症状者全員 
抗原検査

有症状者全員 
PCR検査

徹底した 
ロックダウン

国を挙げて 
ワクチン接種



感染防止と企業・経済活動の両立

車の両輪
検　査ワクチン

陽性者は隔離

人の集まる場所で毎回・全員
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ウイルスを多く体外に出す人はスーパースプレッダーと呼ばれる

感染者の５人に１人がスーパースプレッダー、変異株ではもっと多い

スーパースプレッダーは症状がなくても感染を広める
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スーパースプレッダーを検査でひろい上げ隔離すれば感染は防止できる

検査の感度は高くなくてもスーパースプレッダーは見つけられる
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社会で広範囲に迅速検査を行うことで

感染防止と経済活動の両立が可能となる


